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児童手当の手続きはお早めに 現況届は６月末日までです！

　児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。この届けは、毎

年６月１日における受給者の状況を調査し、児童手当を引き続き受けることができるかどうかを判定

するためのものです。

　現況届の提出がない場合は、６月分以降の児童手当の支給が停止されますので、早めに手続きをし

てください。

　なお、現況届の用紙は、５月中に対象者へ郵送しています。

　児童手当とは

　１　目的

　　児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給することにより、家庭等における生活の安

定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としています。

　２　支給対象

　　中学校修了までの児童を養育している方に支給されます。

　３　支給額

　　①０～３歳未満（一律）　	 １５，０００円

　　②３歳～小学校修了前まで（第１子、第２子）　	 １０，０００円

　　③３歳～小学校修了前まで（第３子以降）　	 １５，０００円

　　④中学生（一律）　	 １０，０００円

　４　所得制限

　　受給者の所得が所得制限限度額以上の場合、児童手当の額は、児童の年齢に関わらず児童一人当

たり月額５，０００円となります。

　５　支給時期

　　毎年２月・６月・１０月に、それぞれの前月分まで（４か月分）が支払われます。

■お問い合わせ　福祉子育て支援課子育て支援室　電話　56‐2125
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春の火災予防運動実施

救急出場状況（４月分）

一般負傷	 １件		（１人）
急 病	 ４件		（４人）
転院搬送	 ３件		（３人）

４ 月 計	 ８件		（８人）
累 計	 113件		（105人）
※（　）内は搬送人員

　４月２０日から３０日までの間、「火の用心　ことばを

形に　習慣に」の全国統一標語のもと、全国各地で火災予

防運動が展開される中、占冠支署では、防火パレードを行

いました。防火パレードでは、占冠支署職員・団員・女性

防火クラブの計９名で村内を消防車で巡回し火災予防を広

報しました。

　この運動では、空気が乾燥し、暖房機器の使用により火

災が発生しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防思想の

一層の普及を図り、火災を防止し、高齢者等を中心とする

村民全体の火災による死亡と、財産の損失を防ぐことを目

的としています。

　皆さんも防火に対する意識を高く持ち、火災のない村を

めざしましょう。
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